
                          

※プログラムの内容等は変更となる場合があります。 

 

小学校・中学校・高等学校等を通じた英語教育改革を進める文部科学省では、平成 26 年度より英語教員の英語力・指導力強化を図る観点
から、英語指導力向上事業「英語教育推進リーダー中央研修」を外部専門機関に委託し実施しています。同研修は、全国の国・公・私立学校
の英語教員を対象にしているものの、公立学校を中心とした研修の仕組みになっていたことから、私学関係者の要望に応えて、文部科学省は
平成27 年度より私立学校教員が参加しやすいよう受入体制を整備し、私立学校教員も参加できるようになりました。 
しかし同時に、次期学習指導要領や大学入学者選抜改革を含めて国が進める英語教育改革に係る最新の情報が、私立学校には十分に伝わっ

ていない実情もあり、私立学校教員は公立学校教員に比べ情報量が少ない故に埒外に置かれた感は否めません。 
ついては、私立学校においても、外国語(英語)教員の外国語(英語)力・指導力強化を図るためには、教員が 21 世紀型教育に相応しい最新

の教授法と情報を早急に取り入れる必要があることから、当研究所では、平成 27 年度より専門家の指導による特別研修≪外国語(英語)教育
改革特別部会≫を実施しており、平成29年度も引き続き、専門家の指導に上記の「英語教育推進リーダー中央研修」受講者の指導によるワー
クショップを加えて、研修を実施することとしました。 
 

 

 

 

 

◆ 会  期 ◆ 平成３０年２月２３日（金）～２４日（土） 

◆ 会  場 ◆ 龍谷大学付属平安中学高等学校（２３日）京都市下京区大宮通七条上ル御器屋町 30 

              メルパルク京都（２４日）京都市下京区洞院通七条下ル東塩小路 676-13 

◆ 募集人員 ◆ ４０名 

◆ 参加会費 ◆ １９，０００円 （2 日目の昼食費を含みます。宿泊費は含みません。） 

＊宿泊の斡旋は致しませんので、手配はご自身でお願い致します。 

◆ 参加対象 ◆ 私立中学高等学校の英語科教員 （ワークショップは英語で行われます。） 
◆ プログラム ◆ 

①研究授業 龍谷大学付属平安中学高等学校（授業視察） 

   ※午前中に龍谷大学付属平安中学校の三大行事の一つ「English Day」（全て英語での劇やプレゼン

テーション等を行う）を見学できます。ぜひご参加下さい。（希望者のみ） 

②実践報告 テーマ 「21世紀型スキルを見据えた英語教育の展開－龍谷平安の場合－」 

報告者 平井 正朗   龍谷大学付属平安中学高等学校 校長補佐 

③質疑応答・意見交換会 グループでの意見・情報交換を通して課題を探求します。 

④講演   演 題 「英語教育の改善に向けて私学ができること、すべきこと」 

講 師 松本   茂  立教大学経営学部国際経営学科 教授 

 ⑤ワークショップ ※ワークショップ後にグループに分かれて意見交換会を行います。 

テーマ「英語で授業のヒント Teaching English  in English」 

       指  導  文部科学省事業「英語教育推進リーダー中央研修」受講者 

 ◆ 日程概要（予定）◆ 
 
 

 

 

 

平成 29 年度 全国私立中学高等学校 

私立学校特別研修会 

外国語（英語）教育改革特別部会 
【西日本エリア（京都）】 

実施案内 
 

一般財団法人私学研修福祉会 主催 
一般財団法人日本私学教育研究所 協力／ 日本私立中学高等学校連合会 後援 

 

当部会【西日本エリア(京都)】では、初日は龍谷大学付属平安中学高等学校を会場に、英語の授業等の視察、視察

校の教員を交えて意見交換等を行います。同校は探究学習及びアクティブ・ラーニングの開発と、教育活動全般の

改善に取り組んでおり、入試対策としてだけでなく、ツールとして〈使う〉ことを前提とした英語教育を実践して

います。翌日は市内のメルパルク京都において、立教大学経営学部国際経営学科教授・松本茂氏による講演、私学

の新しい英語教育の中核を担うべく文部科学省「英語教育推進リーダー中央研修」受講者の指導によるワークショ

ップを行います。また、参加者の交流を深めてネットワークづくりを進める多彩なプログラムを用意しています。 
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※視察校独自プログラムのため、希望者制です。視察ご希望の場合は参加申込書の所定欄の「希望する」に○を付けてお申し込み下さい。なお、視察校への申込みは不要です。

http://www.heian.ed.jp/


                                 

◆ 日 程 表 ◆ 

２月 23 日（金）                              〔会場 龍谷大学付属平安中学高等学校〕 

10:00 「English Day」 

※劇やプレゼンテーション等を全て英語で行う、龍谷大学付属平安中学校の三大行事の一つを見学できます。 

ぜひご参加下さい。（希望者のみ※参加申込書にご記入下さい。視察校への申込みは不要です。） 

12:00 受付                                    正面玄関入り口 

13:00 開会式 

司会 川本 芳久 一般財団法人日本私学教育研究所 理事・事務局長 

１．開式 

２．挨拶       一般財団法人日本私学教育研究所  理 事 長 吉田  晋 

３．視察校代表挨拶  龍谷大学付属平安中学高等学校  校  長 燧土 勝徳 

４．日程説明     龍谷大学付属平安中学高等学校  校長補佐 平井 正朗 

５．閉式 

13:30 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆研究授業                      （授業は各教室で行います。） 

５限目（13:30～14:20） 

学年・クラス・授業名 授業者 

コミュニケーション英語Ⅱ 

高 2-11（一貫選抜コース） 
村 上 幸 一 

コミュニケーション英語Ⅱ 
高 2-3（プログレスコース・グローバル英語専修クラス） 

花 谷 昌 史 

  

14:30 ６限目（14:30～15:20） 

学年・クラス・授業名 授業者 

コミュニケーション英語Ⅱ 

高 2-5 （プログレスコース） 
田 嶋 博 樹 

コミュニケーション英語Ⅱ 

高 2-10（一貫選抜コース） 
村 上 幸 一 

   

15:30 ◆実践報告                               

司会 外国語(英語)教育改革特別委員 

テーマ  「21 世紀型スキルを見据えた英語教育の展開－龍谷平安の場合－」 

報告者  平井 正朗 龍谷大学付属平安中学高等学校 校長補佐 

16:00 ◆質疑応答・意見交換会                       

 研究授業を受けての質疑応答の後、グループに分かれて意見交換を行います。 

 １．質疑応答（16:00～16:30） 

   司会 山﨑 吉朗 一般財団法人日本私学教育研究所 主任研究員 

 ２．意見交換会（16:30～17:00） 

   ファシリテーター 外国語(英語)教育改革特別委員、山﨑 吉朗・主任研究員 

17:00 解 散 

 

 

 

視察校での写真撮影について 

 生徒個人が特定できる写真撮影は禁止とします。撮影した写真は学校内の研修や報告等に活用する場合に限り使用を許可します

が、学校のホームページや紀要・報告書等への掲載、参加者個人の SNS やインターネットのサイトへのアップロードは禁止とします。

また撮影写真の使用後は速やかに破棄いただきますようお願いします。また、動画（ビデオ撮影等）についてはすべて禁止とします。 



                                 

２月 24 日（土）                                       〔会場 メルパルク京都 〕 

 9:30 ◆講演                         〔会場：5 階会議室Ｄ「鞍馬」〕 
司会 外国語(英語)教育改革特別委員 

 演題  「英語教育の改善に向けて私学ができること、すべきこと」 

 講師  松本 茂 立教大学経営学部国際経営学科 教授 

 

11:00 ◆ワークショップ 
  
テーマ 「英語で授業のヒント Teaching English in English (仮)」 
     ※文部科学省「英語教育推進リーダー中央研修」受講者が担当します。 

研修内容の一部をご紹介し、日頃の授業での活用方法を考えます。 
指導   文部科学省事業「英語教育推進リーダー中央研修」受講者 
 

〔会場：5 階会議室Ｄ「鞍馬」／６階研修室１「茜」〕 

12:00 ◆昼食 

13:00 ◆ワークショップ 
  
テーマ 「英語で授業のヒント Teaching English in English (仮)」 
     ※文部科学省「英語教育推進リーダー中央研修」受講者が担当します。 

研修内容の一部をご紹介し、日頃の授業での活用方法を考えます。 
指導   文部科学省事業「英語教育推進リーダー中央研修」受講者 
 

〔会場：5 階会議室Ｄ「鞍馬」／６階研修室１「茜」〕 

 15:00 ◆意見交換会 

※ワークショップに関して、講師および参加された先生方で、質疑応答を交えながら意見交換を行います。 

 

〔会場：5 階会議室Ｄ「鞍馬」〕 

15:50 ◆閉会式                             〔会場：5 階会議室Ｄ「鞍馬」〕

司会 外国語(英語)教育改革特別委員 
１．開式 
２．総括  一般財団法人日本私学教育研究所 主任研究員 山﨑 吉朗 

 ３．閉式 
 

16:00 解 散 

※プログラムの内容等は変更となる場合があります。  

※名刺をご持参下さい。 

 【照会先】(一財)日本私学教育研究所 特別研修会担当 TEL 03-3222-1621 

 



                                 

◆学校紹介◆ 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆講師プロフィール◆ 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆講師・発表者・指導員(順不同)◆ 
  松 本   茂  立教大学経営学部国際経営学科  教授 
   燧 土 勝 徳  龍谷大学付属平安中学高等学校  校長 
  平 井 正 朗  龍谷大学付属平安中学高等学校  校長補佐 
  吉 田   晋  富 士 見 丘 中 学 高 等 学 校  理事長・校長 
    文部科学省事業「英語教育推進リーダー中央研修」受講者 
 
◆特別委員・指導員(順不同)◆ 
  平 方 邦 行  工学院大学附属中学高等学校  校長 
  平 井 正 朗  龍谷大学付属平安中学高等学校  校長補佐 
  浜 野 能 男  普 連 土 学 園 中 学 高 等 学 校  教頭 
  原 田 貴 之  愛 知 中 学 ・ 高 等 学 校  教諭 
  川 本 芳 久  一般財団法人日本私学教育研究所  事務局長 
  山 﨑 吉 朗  一般財団法人日本私学教育研究所  主任研究員 
 

 

 

 

 

龍谷大学付属平安中学高等学校 (理事長 石上 智康／校長 燧土 勝徳) 

 1876 年（明治 9年）創立。共学校。中高生徒数 1,681 名。 

創立以来、「浄土真宗の精神」を建学の精神とし、親鸞聖人のみ教えに基づく心の教育を

謳い、宗教的情操の涵養を理想としてきた。日常の心得として、「ことばを大切に」「じか

んを大切に」「いのちを大切に」という３つの「大切」を掲げている。 

中学は、国公立大・有名私大をめざし、六ヵ年一貫教育を展開する「中高一貫」（高校か

ら「一貫選抜」）、高校は、龍谷大学との高大連携プログラムを展開する「プログレス」、国

公立大・有名私大をめざす「選抜特進」、甲子園全国制覇をめざす「アスリート」の計４コ

ースからなり、それぞれのコース・コンセプトに合わせた教育実践を行っている。 

 

 

 

 

松本 茂 (まつもと しげる) 

 マサチューセッツ大学ディベートコーチ、神田外語大学助教授、東海大学教授などを経て、

2006 年から現職。東海大学時代は付属中学・高校の教育改革・教員研修を担当。立教大学

経営学部では、コミュニケーション領域の専門科目を担当するほか、英語教育と経営教育を

融合した「バイリンガル・ビジネスリーダー・プログラム（BBL）」の主査を務めている。

学外では、中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会委員、文部科学省スーパーグロ

ーバルハイスクール（SGH）企画評価会議書面審査部会座長、全国高校英語ディベート連盟

（HEnDA）副理事長なども務めている。 

 



                                 

◆ 参加申込み方法 ◆  

１．「参加申込書」に必要事項をご記入の上、下記申込み先に FAX または郵送でお送り下さい。 

お電話での申込みは受け付けません。 

① 申 込 み 先  
 

 

 
② 申 込 み 締 切 日  平成３０年２月９日（金）必着 

    申込みは先着順に受け付けます。募集人員をこえた場合は期日前でも締め切らせていただくことがあります。 

（申込みを締切った場合は当研究所ホームページでお知らせいたします） 

２．参加申込書受付後、「参加確認証」および「参加費等請求書（コンビニ払込用紙）」をお送りします。 

「参加確認証」は、研修会当日受付にご提示下さい。 

※申込み後、2 週間以内に上記の書類が届かない場合は電話にてご連絡ください。 

◆ 参加申込後の手続きおよび注意事項 ◆ 

 １．参加費（19,000 円）は、「参加費等請求書（コンビニ払込用紙）」払込用紙で、指定されたコンビニエンス 

ストアでお振り込み下さい。なお、参加費の領収書は「払込受領書」をもって代えさせていただきますので、大切

に保管してください。 

2．参加申込み後のキャンセル・欠席等については、必ず FAX にて日本私学教育研究所へご連絡下さい。 

①キャンセルの場合は、「キャンセル確認書」を FAX にて返信いたします。 

②変更の場合は、「参加確認証（再発行）」を郵送いたします。 

ご連絡後に上記書類が届かない場合は、必ず電話にてご確認ください。 

 ３．参加費の返金・キャンセル料は下記の取り扱いといたします。 
 

平成３０年２月１６日（金）迄のご連絡 平成３０年２月１７日（土）以降のご連絡及び無断欠席 

事務手数料 1,000 円を差引いた参加費を

返金いたします。 

参加費の返金はできません。研修会資料等の発送をもって代えさせて

いただきます。参加費未払いの場合は、キャンセル料として全額

（19,000 円）を申し受けます。天変地異や自然災害によるキャンセ

ルの場合は、状況により対応しますのでご相談下さい。 

◆ 個人情報の取扱いについて ◆ 

   当研究所では、参加される先生方の個人情報は、厳重に管理・保護の上、その取扱いについては、法令その他の 

規範を遵守し、細心の注意を払います。参加申込書にご記入いただく個人情報は、参加確認証および研修会参加のた

めに必要な書類の送付、実施要項の名簿の作成、当研究所の各種研修会開催等の情報の送付、また何らかの理由で研

修会に参加される先生方に連絡する必要が生じた場合のみに利用いたします。 

● 傷害保険について  

本研修期間中の参加者等の傷害保険には、加入いたしませんのでご承知置き下さい。 

 
◆会場案内◆ 

龍谷大学付属平安中学高等学校             メルパルク京都 
ＪＲ・地下鉄各線京都駅下車 徒歩 15 分、 

市バス七条大宮駅下車 徒歩 5分 

ＪＲ京都駅(烏丸中央口)より 東へ徒歩約 2分 

地下鉄京都駅(5 番出口)より 徒歩約 1分 

  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

「一般財団法人日本私学教育研究所・私立学校特別研修会係」 宛 
〒102-0073東京都千代田区九段北4-3-8 市ヶ谷UNビル6階 

 TEL 03-3222-1621 FAX 03-3222-1683  ホームページhttp://www.shigaku.or.jp/  

http://www.shigaku.or.jp/


                                 

一般財団法人日本私学教育研究所  行           【申込締切日：平成３０年２月９日（金）必着】  

 FＡＸ ０３-３２２２-１６８3   

平成2９年度 全国私立中学高等学校 私立学校特別研修会 

外国語（英語）教育改革特別部会【西日本エリア(京都)】参加申込書 

平成   年   月   日 

 

参加者氏名 

（ふりがな） 職 名 

 

 

参加者連絡先 
 教員勤務年数※ 

     年 

メールアドレス* 
 

「English Day」の視察について 希望する     希望しない   

参加者氏名 

（ふりがな） 職 名 

 

 

参加者連絡先 
 教員勤務年数※ 

     年 

メールアドレス* 
 

「English Day」の視察について 希望する     希望しない        

※英語教員としての通算勤務年数をご記入下さい。 

＊今後、当研究所からの研修会のご案内等のメール配信をご希望の方は、メールアドレス(携帯電話のメールは不可)をご記入下さい。 

◎３名以上の申込みの場合は本申込書をコピーしてお申し込み下さい。 

学校名 

 

学校区分 
１．中学校  2．高等学校  3．中高併設校  ４．中等教育学校 

A. 男子校  B. 女子校   C. 共学校（含む男女別学校） 

学校住所 

〒 

 

 

TEL       （       ）       FAX      （       ） 

 

通信欄  

 受付番号  

男 

女 

☆緊急の場合、確実に連絡が取れる携帯電話番号、自宅電話番号等をご記入下さい。 

○FAX または郵送でお申込み下さい。 

男 

女 

☆緊急の場合、確実に連絡が取れる携帯電話番号・自宅電話番号等をご記入下さい。 

※上記参加者本人または学校住所以外への送付を希望する場合は、通信欄に送付先・受取人氏名をご記入下さい。 


